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概要
● 片持梁、片方固定、単純梁で座屈解析を行う
● 一次、二次要素、弱軸、強軸で比較
● 理論値との相対誤差を求める
● 理論式： P=(

nπ
kL

)
2

EI ・ k:有効長さ係数
・ E:ヤング率
・ I：断面２次モーメント
・ L：スパン長
・ n：座屈モード
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● 10mm×5mm×100mm
● P=50000N
● E=206000N/mm2

● ν=0.3

片持梁
● 10mm×5mm×100mm
● P=50000N
● E=206000N/mm2

● ν=0.3

P

100mm
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片持梁の理論値
一次要素　一次モード　　　　　　　　　　　　　　　 
弱軸方向 :5294.63N 強軸方向 :21178.53N

一次要素　二次モード　　　　　　　　　　　　　　　 
弱軸方向 :47651.68N 強軸方向 :190606.74N
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結果　片持梁
一次要素 一次モード

一次要素 二次モード
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片持梁　
二次要素一次モード
　　
二次要素二次モード
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グラフ １次モード
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グラフ ２次モード
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単純梁
10mm 5mm 100mm✕ ✕

P=50000N 　
E=206000N/mm2

ν=0.3梁の両端に支承があるものとして計算

P

100mm
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理論値
一次モード理論値 
弱軸方向 :21179N 強軸方向 :84714N

二次モード理論値 
弱軸方向 :84714N 強軸方向 :338856N



  11 / 22

単純梁
一次要素一次モード

一次要素二次モード
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単純梁
二次要素一次モード

二次要素二次モード
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グラフ １次モード
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グラフ ２次モード
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片方固定　他端回転
10mm×5mm×110mm

P=50000N  （ 0,0,100) と (10,0,100) を結ぶ直線
をピン固定して解析した。
E=206000N/mm2

ν=0.3

P

110mm
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理論値
一次要素 一次モード
弱軸方向 :35720.2N 強軸方向 :142880.9N

一次要素 二次モード 
弱軸方向 :142880.9N 強軸方向 :571523.7N
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片方固定  他端回転　
一次要素 一次モード

一次要素 二次モード 
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片方固定　他端回転　
二次要素 一次モード

二次要素 二次モード



  19 / 22

グラフ 1 次モード
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グラフ ２次モード
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考察
強軸のほうが理論値と離れている
→ 強軸は座屈が起こりにくい方向で理論値と解析
　値とは誤差が大きくなってしまった
　
片持ち梁は理論値に近づくが、他端固定や単純梁に
関しては強軸理論値と離れている
→ 固定箇所が増えて複雑になった
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考察
両端固定の解析ができなかった
→ 両端固定は有効座屈長が短く、座屈荷重が一番
　大きいため座屈が起こりにくく解析が困難だった
　改善策として断面形状を工夫する
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